
2026 年７月 野間漁協全面協力！清流で天然ウナギを釣るツアー episode➁ 

50年前と比べると水量はほぼ1/3、鮎のエサ石ゴケは泥で覆われ、ウナギの寝床は流れ込む土砂で随分埋まりました。原因も影響も

決して流域だけにとどまらない相互作用。子供らのあそび場でなくなって久しい川、50年間の変化を伝えるのは難しいけれど、50年

後の変化を知ってもらうことは可能です。今の大人の責任として、未来の大人たちと一緒に森で川で海で思い切り遊ぼうと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

子供たち。なんか懐かしいなぁ。原体験は生きる力の種。もっともっと集めよう！   

 

 

 

 

  

 

参加者ｱﾝｹｰﾄより 〇ウナギは釣れなかったがウグイが釣れてうれしかった。もっと長く釣りがしたい。 〇トンボ、クワガタがたくさんいてうれしかった。虫取りも一緒にやりたい。 

スタッフの独り言 穴釣り、夜釣り、つけ針と、ウナギ釣りのフルコースを繰り出すも歓声が上がることはありませんでした。昨年、見事釣り上げた彼女からは、「去年のウナギの

方が美味しかった！」と容赦ないお叱り(笑)。最近ツアーの釣果を気にしてくれるヨメさんも、かける言葉が見つからないみたい。いいんです。そのほうが燃えるんです我々は。 

渾身のドヤ顔。

ん？釣ったの 

誰だっけ？ 

串打ち３年、裂き８年、焼き一生。釣れなくても腕は磨く。 

野間漁協は遊んで川を保全します。 

（現在と未来の組合員談） 

いい感じの穴を発見。ミミズをそぅっと入れてみる。ドキドキ・・。 

名人奥義「つけ針」も設置。翌朝 

早起きして引き上げに行ったが・・。 

静かな夜。焦り→諦め→空腹の三段活用。 覚
悟
の
で
き
た
男
の
顔
。 

ともあれ川遊びは楽しい。どこまでも流されながら、 

その水温、におい、ダイナミズムを覚えておいてほしい。 

生命反応は続く。わずかなアタリも見逃さない。 

ウグイ 


